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当第2四半期連結累計期間の世界経済は、米国はハリケーン
の影響を一部受けましたが、全般的には景気は着実に拡大し、
欧州でも改善傾向が持続する中、消費者マインドも高水準に推
移しました。一方、中国はこれまで堅調でしたが、直近では当
局によるインフラ関連投資などの抑制により、減速の兆しが出
てきました。日本経済においては、企業の増産基調で雇用情勢
も改善し、個人消費も緩やかに回復してきました。

当社グループを取り巻く経営環境は、半導体においては、メ
モリー向けや車載向けの需要が増加し、各地域とも市場は好調
でした。自動車においては、米国では小型トラックが増加しま
したが、乗用車が減少し、新車販売はやや低調でした。しかし、
英国を除く欧州や、商用車の販売増加があった中国では堅調に
推移しました。国内では新車投入効果などで出荷台数が増加し
ました。国内の住宅着工件数は、横ばいでした。

当社グループは、このような経営環境の中、「CS（Customer 
Satisfaction、顧客満足）最優先」のもと、顧客との関係を深
め、社内外の連携・協業を積極的に実施しております。基盤と
なるプラスチック保有技術を生かし、より高付加価値な事業構
造の構築を目指して、次の基本戦略を掲げ中長期的な企業価値
の向上に向けて取り組んでまいりました。

①　新製品の早期立ち上げ、創生
②　成長分野の収益力強化、規模拡大
③　既存事業の再生、事業転換

この結果、当第2四半期連結累計期間の連結売上高は、主に
販売数量が増加したことにより、1,047億86百万円と、前年同
期比で7.6％、73億94百万円の増収となりました。損益につき
ましては、連結営業利益は、原料価格の上昇はありましたが、
各セグメントでの販売数量増加が寄与し、前年同期比で29.2％
増加し94億3百万円となり、連結経常利益も前年同期比で29.0
％増加し96億66百万円となりました。親会社株主に帰属する
四半期純利益は、前年同期比で27.7％増加し67億2百万円とな
りました。

中間配当金につきましては、1株につき6円（前期の中間配
当金および期末配当金に比べ1円の増配）とさせていただきま
したので、ご了承くださいますようお願い申し上げます。

今後の経済動向につきましては、欧米経済は引き続き回復基
調で推移することが期待され、中国経済も持ち直しの動きが続
いています。また、日本経済も緩やかな回復が予想されますが、
円高や原料価格上昇等の下振れリスクを含んでいます。

このような事業環境のもと、当社は引き続き「CS最優先」
を基本とし、「新製品の早期立ち上げ、創生」「成長分野の収益
力強化、規模拡大」「既存事業の再生、事業転換」を基本戦略
として持続的な成長に向けて取り組んでまいります。

株主の皆様におかれましては、今後ともご支援、ご鞭撻を賜
りますようお願い申し上げます。

平成29年11月 代表取締役社長

平素は格別のご支援とご高配を賜り厚くお礼申し上げます。
ここに第127期第2四半期連結累計期間（平成29年4月1日か
ら平成29年9月30日まで）の事業の概況等について、ご報告
申し上げます。

第126期

売上高 （百万円）

第125期
0

50,000

100,000

150,000

200,000

第124期 第127期

第126期

1株当たり純利益 （円）

第125期第124期 第127期
0

45

15

30

第２四半期（累計） 通期

第124期
（平成26年4月  1日から

平成27年3月31日まで）
第125期

（平成27年4月  1日から
平成28年3月31日まで）

第126期
（平成28年4月  1日から

平成29年3月31日まで）
第127期

（平成29年4月  1日から
平成30年3月31日まで）

第２四半期
（累計） 通期 第２四半期

（累計） 通期 第２四半期
（累計） 通期 第２四半期（累計）

売 上 高（百万円） 99,784 209,659 105,608 206,956 97,392 198,199 104,786

経 常 利 益（百万円） 4,960 11,263 5,025 10,598 7,494 17,324 9,666

親会社株主に帰属する純利益（百万円） 3,275 7,113 2,114 3,828 5,246 10,622 6,702

1 株 当 た り 純 利 益（　円　） 13.60 29.53 8.78 16.01 22.29 45.14 28.48

自 己 資 本 比 率（　％　） 56.8 59.2 60.4 60.5 60.8 62.7 63.5

第126期

経常利益 （百万円）

0

5,000

10,000

15,000

20,000

第125期第124期 第127期
0

3,000

6,000

12,000

9,000

第126期第125期第124期 第127期

親会社株主に帰属する純利益 （百万円）

自己資本比率

50

60

70

（%）

第124期 第126期第125期 第127期
第2四半期(累計)

1 2

株主の皆様へ 連結業績ハイライト



半導体封止用エポキシ樹脂成形材料は、車載向け、スマート家電向けなどの民
生用途に加え、産業用途にも数量が伸長し、売上高は増加しました。半導体パ
ッケージ基板材料「LαZ®」は、新たな用途での顧客の量産立ち上げ遅れなど
により、売上高は減少しました。

半導体関連材料部門
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フェノール樹脂成形材料は、中国の電子部品向けや北米のシェール油井採掘用
部品向けなどで数量が増え、売上高は増加しました。工業用フェノール樹脂は、
欧州の自動車向けや建材向けを中心に数量が伸び、さらに原料高に伴う売価
是正もあり、売上高は増加しました。航空機内装部品は、顧客の在庫調整によ
り、売上高は減少しました。自動車等成形品は、売上高は減少しましたが、中
国での生産拠点の統合が完了し、コスト改善が進んでおります。銅張積層板は、
車載用途の好調が続き、売上高は増加しました。

高機能プラスチック部門

クオリティオブライフ関連製品部門
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その他につきましては、売上高は328百万円となりました。

医療機器製品は、売上高は増加しました。既存製品の需要回復に加え、血管
内治療デバイス「ステアリングマイクロカテーテル」、内視鏡処置具「胆管ステ
ント」をはじめとする新製品の販売が寄与しています。ビニル樹脂シートおよ
び複合シートでは、医薬品包装用途が顧客の在庫調整で減少しましたが、カバ
ーテープ、ダイシングフィルム、リリースフィルムなどの産業用途が好調で、
売上高は増加しました。鮮度保持フィルム「P－プラス®」は、カット野菜向け
や産地野菜・果実で採用アイテムが増え、売上高は増加しました。ポリカーボネ
ート樹脂板、塩化ビニル樹脂板のプレート製品では、サイン・ディスプレイ用
途が減少しましたが、サンレンズ用偏光板や絶縁材が増加し、売上高は増加し
ました。また、デコラ製品は、鉄道車両用内装材や不燃メラミン化粧シート「デ
コライノベア®」などの高機能・高付加価値分野に特化し、売上高は増加しまし
た。防水関連製品は、集合住宅などの新築住宅向けが増加しましたが、リフォ
ーム向けが減少し、売上高は横ばいでした。
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● 連結貸借対照表 （単位：百万円） ● 連結損益計算書 （単位：百万円） ● 連結キャッシュ・フロー計算書 （単位：百万円）

科　目
前第２四半期累計

（平成28年4月 1日から
平成28年9月30日まで）

当第２四半期累計
（平成29年4月 1日から

平成29年9月30日まで）
営業活動によるキャッシュ・フロー 11,331 9,493

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 2,266 △ 5,510

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 6,068 △ 640

現金及び現金同等物に係る換算差額 △ 3,574 906

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △ 578 4,249

現金及び現金同等物の期首残高 44,868 49,497

現金及び現金同等物の四半期末残高 44,290 53,746

科　目
前第２四半期累計

（平成28年4月 1日から
平成28年9月30日まで）

当第２四半期累計
（平成29年4月 1日から

平成29年9月30日まで）
売上高 97,392 104,786
売上原価 66,735 71,762
売上総利益 30,657 33,023
販売費及び一般管理費 23,378 23,619
営業利益 7,278 9,403
営業外収益 526 577

受取利息 92 172
受取配当金 208 237
持分法による投資利益 95 13
為替差益 ― 48
雑収入 129 104

営業外費用 311 314
支払利息 124 126
為替差損 30 ―
雑損失 156 187

経常利益 7,494 9,666
特別利益 252 40

固定資産売却益 4 40
投資有価証券売却益 247 ―

特別損失 193 265
固定資産除売却損 181 109
投資有価証券評価損 10 88
事業再建関連費用 ― 66
その他 1 0

税金等調整前四半期純利益 7,553 9,441
法人税等 2,163 2,615

法人税、住民税及び事業税 1,685 1,847
法人税等調整額 477 768

四半期純利益 5,390 6,825
非支配株主に帰属する四半期純利益 143 123
親会社株主に帰属する四半期純利益 5,246 6,702

科　目 前期末
（平成29年3月31日現在）

当第2四半期末
（平成29年9月30日現在）

資産の部

流動資産 128,442 137,639

現金及び預金 49,733 53,754

受取手形及び売掛金 42,450 46,745

商品及び製品 11,996 12,168

半製品 4,145 3,787

仕掛品 1,296 1,570

原材料及び貯蔵品 11,737 12,338

その他 7,138 7,335

貸倒引当金 △ 55 △ 60

固定資産 135,299 139,527

有形固定資産 85,486 87,425

建物及び構築物（純額） 31,113 31,325

機械装置及び運搬具（純額） 37,596 38,122

その他（純額） 16,776 17,977

無形固定資産 24,737 24,097

のれん 23,089 22,497

その他 1,647 1,600

投資その他の資産 25,075 28,004

資産合計 263,742 277,167

科　目 前期末
（平成29年3月31日現在）

当第2四半期末
（平成29年9月30日現在）

負債の部
流動負債 54,019 55,756

支払手形及び買掛金 28,258 28,862

短期借入金 5,115 5,119

１年内返済予定の長期借入金 3,480 3,480

コマーシャル・ペーパー 1,000 2,000

未払法人税等 2,549 2,347

賞与引当金 2,747 2,757

その他の引当金 162 86

その他 10,705 11,102

固定負債 42,554 43,777
長期借入金 33,537 33,299

退職給付に係る負債 2,855 2,880

その他の引当金 194 194
その他 5,967 7,403

負債合計 96,574 99,534

純資産の部
株主資本 154,561 160,080

資本金 37,143 37,143

資本剰余金 35,358 35,358

利益剰余金 88,801 94,327

自己株式 △ 6,741 △ 6,748

その他の包括利益累計額 10,792 15,788
その他有価証券評価差額金 7,451 9,323

為替換算調整勘定 3,879 7,014

退職給付に係る調整累計額 △ 538 △ 548
非支配株主持分 1,813 1,763
純資産合計 167,167 177,633
負債純資産合計 263,742 277,167
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設 立 昭和７年１月25日
資 本 金 37,143,093,785円
従 業 員 数 5,737名（連結）
主要な事業内容 下記製品等の製造・販売

	 半導体関連材料部門
半導体封止用エポキシ樹脂成形材料
感光性ウェハーコート用液状樹脂
半導体用液状樹脂
半導体基板材料

	 高機能プラスチック部門
フェノール樹脂成形材料
工業用フェノール樹脂
成形品
合成樹脂接着剤
エポキシ樹脂銅張積層板
フェノール樹脂銅張積層板
航空機内装部品

	 クオリティオブライフ関連製品部門
医療機器製品
ビニル樹脂シートおよび複合シート
メラミン樹脂化粧板・化粧シート
ポリカーボネート樹脂板
塩化ビニル樹脂板
防水工事の設計ならびに施工請負
鮮度保持フィルム
バイオ製品

本 社 東京都品川区

研 究 所 コーポレートR&Dセンター（神戸市・宇都宮市）
コーポレートエンジニアリングセンター（藤枝市）
HPP技術開発研究所（藤枝市）
フィルム・シート研究所（尼崎市）
プレート研究所（鹿沼市）
電子デバイス材料研究所（直方市）

工 場 尼崎工場（尼崎市）
鹿沼工場（鹿沼市）
静岡工場（藤枝市）
宇都宮工場（宇都宮市）

取 締 役 お よ び 監 査 役 株 式 の 状 況

※ 社 長 林 　 　 　 　 　 茂
※ 取 締 役 寺 　 沢 　 常 　 夫
※ 取 締 役 武 　 藤 　 茂 　 樹

取 締 役 山 　 脇 　 　 　 昇
取 締 役 藤 　 原 　 一 　 彦
取 締 役 稲 　 垣 　 昌 　 幸
取 締 役 朝 　 隈 　 純 　 俊
社 外 取 締 役 阿 　 部 　 博 　 之
社 外 取 締 役 松 　 田 　 和 　 雄
社 外 取 締 役 小 　 川 　 育 　 三
常 勤 監 査 役 八 　 幡 　 　 　 保
常 勤 監 査 役 赤 　 坂 　 貴 　 夫
社 外 監 査 役 富 　 田 　 純 　 司
社 外 監 査 役 小 　 泉 　 淑 　 子

執 行 役 員 	

社長執行役員 林 　 　 　 　 　 茂
副社長執行役員 寺 　 沢 　 常 　 夫
副社長執行役員 武 　 藤 　 茂 　 樹
専務執行役員 山 　 脇 　 　 　 昇
専務執行役員 藤 　 原 　 一 　 彦
専務執行役員 稲 　 垣 　 昌 　 幸
常務執行役員 朝 　 隈 　 純 　 俊
常務執行役員 ヘニー ファン ダイク
常務執行役員 中 　 村 　 　 　 隆
常務執行役員 桑 　 木 　 剛 一 郎
常務執行役員 小 　 林 　 　 　 孝
執 行 役 員 鈴 　 木 　 淳 　 司
執 行 役 員 長 　 木 　 浩 　 司
執 行 役 員 文 　 田 　 雅 　 哉
執 行 役 員 竹 　 崎 　 義 　 一
執 行 役 員 倉 　 知 　 圭 　 介
執 行 役 員 指 　 田 　 暢 　 幸
執 行 役 員 鈴 　 木 　 　 　 真
執 行 役 員 アレックス ゲスケンス

株式の種類 普通株式
単元株式数 1,000株
発行可能株式総数 800,000,000株
発行済株式総数 247,952,394株
株主数 12,367名
うち単元株主数 8,342名

（注）	 1.　�当社は自己株式12,623千株を保有しておりますが、上記大株主から除いており
ます。

	 2.　持株比率は発行済株式の総数から自己株式数を控除して計算しております。

大 株 主

株  主  名 持株数（千株）持株比率（％）

住友化学株式会社 52,549  22.33  

日本トラスティ・サービス信託銀行
株式会社（信託口） 19,096  8.11  

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（信託口） 13,522  5.75  

日本トラスティ・サービス信託銀行
株式会社（信託口9） 4,678  1.99  

日本トラスティ・サービス信託銀行
株式会社・三井住友信託退給口 4,366  1.86  

株式会社三井住友銀行 4,360  1.85  

CHASE MANHATTAN BANK GTS 
CLIENTS ACCOUNT ESCROW 4,334  1.84  

GOVERNMENT OF NORWAY 3,807  1.62  

日本トラスティ・サービス信託銀行
株式会社（信託口5） 3,198  1.36  

THE BANK OF NEW YORK 
MELLON 140040 3,153  1.34  

（注）	 ※印は代表取締役であります。

会 社 概 要 事 業 所
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（注）	� 本中間報告書における金額、比率および株式数の表示方法は、次のとおりであります。ただし、「－」と表示している場合は「なし」を
表しております。

	 １．百万円単位の記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。
	 ２．売上高および利益の増減比率は四捨五入により小数点第1位まで、持株比率は四捨五入により小数点第2位まで表示しております。
	 ３．千株単位の記載株式数は、千株未満を切り捨てて表示しております。

● 海外
① N.V. SUMITOMO BAKELITE EUROPE S.A.
② VYNCOLIT N.V.
③ SUMITOMO BAKELITE EUROPE (BARCELONA), S.L.U.
④ 蘇州住友電木有限公司
⑤ 上海住友電木有限公司
⑥ 南通住友電木有限公司
⑦ 東莞住友電木有限公司
⑧ 住友倍克（香港）有限公司
⑨ 住友倍克澳門有限公司
⑩ 台湾住友培科股份有限公司
⑪ 台湾住培股份有限公司
⑫ SUMIBE KOREA CO., LTD.
⑬ SNC INDUSTRIAL LAMINATES SDN. BHD.
⑭ P.T. INDOPHERIN JAYA
⑮ P.T. SBP INDONESIA
⑯ SUMITOMO BAKELITE SINGAPORE PTE. LTD.
⑰ SUMIDUREZ SINGAPORE PTE. LTD.
⑱ SUMITOMO BAKELITE (THAILAND) CO., LTD.
⑲ SBE INDIA PVT. LTD.
⑳ SUMITOMO BAKELITE NORTH AMERICA HOLDING, INC.
㉑ SUMITOMO PLASTICS AMERICA, INC.
㉒ DUREZ CORPORATION
㉓ PROMERUS LLC
㉔ SUMITOMO BAKELITE NORTH AMERICA, INC.
㉕ VAUPELL HOLDINGS, INC.
㉖ DUREZ CANADA CO., LTD.

● 国内
1 秋田住友ベーク株式会社
2 九州住友ベークライト株式会社
3 住ベテクノプラスチック株式会社
4 北海太洋プラスチック株式会社
5 山六化成工業株式会社
6 住ベリサーチ株式会社
7 株式会社サンベーク
8 住ベシート防水株式会社
9 株式会社ソフテック
⓾ 西部樹脂株式会社
⓫ 筒中興産株式会社
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 お知らせ

１．株式に関する住所変更等のお届出およびご照会について
　証券会社に口座を開設されている株主様は、住所変更等のお届出およびご照会につ
きましては、口座のある証券会社宛にお願いいたします。証券会社に口座を開設され
ていない株主様は、上記の電話照会先にご連絡ください。

２．除斥期間満了後のお取り扱いについて
　配当金は、支払開始の日から満3年（除斥期間）を経過しますと、当社定款の規定
によりお支払いできなくなりますので、お早めにお受け取りください。

３．特別口座について
　株券電子化前に「ほふり」（株式会社証券保管振替機構）を利用されていなかった
株主様には、株主名簿管理人である上記の三井住友信託銀行株式会社に口座（特別口
座といいます。）を開設しております。特別口座についての住所変更等のお届出およ
びご照会は、上記の電話照会先にお願いいたします。

事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年6月開催
基 準 日 定時株主総会：毎年3月31日

期 末 配 当 金：毎年3月31日
中 間 配 当 金：毎年9月30日
そのほか必要があるときは、あらかじめ公告して定めた日

公 告 方 法 電子公告により行います。
http://www.sumibe.co.jp
ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子公告による公告を
することができない場合は、日本経済新聞に掲載して行います。

株主名簿管理人および
特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

株主名簿管理人
事 務 取 扱 場 所

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

郵便物送付先 〒168-0063　東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

電 話 照 会 先 0120-782-031
ホームページ http://www.smtb.jp/personal/agency/index.html

■ 株主メモ

レスポンシブル・ケア®

東京都品川区東品川二丁目５番８号

ホームページ　http://www.sumibe.co.jp
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